
若⼿の育成に役に⽴つ！未来に繋がるＩＣＴ建機

セミナーで知識を深め�
不安や疑問を解消

今回の現場は、京都府福知⼭市を流れる
⼀級河川の由良川の⽀流、弘法川にある
排⽔機場の整備⼯事。洪⽔を防ぐ為に、
増⽔時に⽔を逃がす施設を整備する⼯事
だそうだ。施⼯するのは京都市に拠点を
置く、(株)第⼀⼟⽊様。導⼊の経緯を現
場代理⼈の岡⽥英之さんに聞いた。「こ
の現場は発注者指定型のＩＣＴ活⽤⼯事
ですので、ＩＣＴ施⼯は必須事項でし
た。当社は以前、会社全体でＩＣＴ活⽤
⼯事を学ぼうと思い、コマツＩｏTセン
タ 近畿にてスマートコンストラクショ
ンのセミナーを受講しました。その時に
ＩＣＴ施⼯について知識を深めたことで
不安や疑問が解消でき、スマートコンス
トラクションを採⽤しました。」と教え
てくれた。また、「これからＩＣＴ活⽤
⼯事の現場が増えると予想します。当社
も積極的にＩＣＴ施⼯を取り⼊れたいと
の思いもありました。」とも話した。
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導⼊して良かった�
作業員の安全を確保

「メリットが沢⼭ありました。」と現場
代理⼈の岡⽥さんは話す。詳しく聞く
と、「普段は⾃社で測量、丁張を設置し
てから施⼯していますが、今回はそれら
の⼿間と⼈員が⼤幅に削減されました。
スマートコンストラクションアプリでは
⼟量や施⼯の進捗管理がとても楽でした
し、ＩＣＴ建機以外の建機や⼈が作業し
た場所も、ステレオカメラのKomEyeで
撮影してすぐに進捗管理に反映させるこ
とが出来たので、現場全体が⾒える化さ
れて、とても良かったです。なによりも
建機の近くで⼈が作業する機会が格段に
減ったので作業員の安全が確保出来る事
が嬉しいですね。」と話した。また、
「現場でトラブルが発⽣してもサポート
体制が整っているから現場を⽌めること
なく解決できたのも助かったよ。マシン
コントロールのＩＣＴ建機は熟練技術者
が減少していくなかで、若⼿の育成に役
⽴つのではないかと思います。⾃分で施
⼯した場所が綺麗に仕上がると⾃信に繋
がると思うよ。」とも教えてくれた。
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